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電子ジャーナルをめぐる最近の話題

附属図書館事務部長 坊tl: ~E肘

はじめに

最近，といっても2年ばかり前のことになりま

すが，著名な科学雑誌Natureの1999年1月21

日号に， "TheWriting is on the Web for 

Science Journals in Print" (間b上に書か

れる論文が印閾物の科学雑誌に取って代わる」）と

題する記事が掲載されました。この記事は，おお

よそ次のような意味の衝撃的な書き出しで始まっ

ています。「近い将来，印刷物の科学雑誌は科学

史博物館で歴史的遺物として展示されるようにな

るかもしれない。印刷物を段階的に廃止して，科

学論文を研究者のデスクトップにインターネット

経由で直接配信する動きが決定的になりつつあ

る。」

ここに書かれているように，この数年，電子出

版技術とインターネットの発達とともに，従来は

紙に印刷されていた学術雑誌の情報が電子的に記

録され，インターネットを通じて配信される，い

わゆる「電子ジャーナル」が急速に増加してきま

した。現在，世界巾で提供されている電子ジャー

ナルの数は正確には分かりませんが，おそらく

8,000タイトル前後，あるいはそれ以上にのぼる

と思われます。つい最近，米国研究図書館協会

(Association of Research Libraries: ARL) 

が刊行した電子ジャーナルのリスト， "Directory

of Scholarly Electronic Journals and 

Academic Discussion Lists"には，ピアレビ

ュー（論文審査）のあるものだけに限定しても，
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約4,800タイトル以上が収録されているというこ

とです。（このリスト自体も印刷版とWeb上の追

補版の両形態で刊行されていますが，上述の収録

タイトル数はWeb版のものです。） 3年前の1998

年に刊行されたこのリストの旧版には2,400タイ

ト）レあまりしか記録されていなかったことを考え

ると，ここ数年間の電子ジャーナルの増加がいか

に急激であったかが分かります。

実際，自然科学，工学，医学などの分野では有

力な学術雑誌はほとんどすべて電子ジャーナルの

形で提供されており，電子ジャーナルを持たない

学術雑誌は存続の危機にさらされているといって

も過言ではないようです。

本稿では，このように最近とみに増加しつつあ

る電子ジャーナルをめぐるいくつかの話題を紹介

することにします。

電子ジャーナ）IA7)特長

電子ジャーナルは，従来の冊子体の学術雑誌と

比べていくつかの特長を持っています。

その第1は発行の迅速性です。電子ジャーナルで

は，冊子体学術雑誌の生産，流通に伴う組版，印

刷，製本，輸送などの行程を省略することができ

るので，多くの場合，冊子体よりも早く利用でき

るようになります。最近，東京大学でNature,

Science, Journal of Biological Chemistryな

ど数種のタイトルについて調査した結果では，こ

れらの電子ジャーナルは冊子体が到着するよりも

平均して2,3週間も早く利用できるようです。

もちろん，すべての電子ジャーナルが冊子体より

も早く利用できるわけではなく，逆に冊子体より

も遅れて最新号の情報が更新される電子ジャーナ

ルもないわけではありません。

電子ジャーナルの第2の特長は，わざわざ図書

館（室）に出向かなくても，インターネットに接

続したパソコンさえあれば，学内の研究室等から

24時間いつでも，また複数の利用者が同時に利用

できるということです。この特長は，わが国の大

学で多く見られる同一雑誌の重複購入の問題を考

える上で大きな意味を持っていると思われます。

第3の特長は，電子ジャーナルが冊子体の学術

雑誌にはない多くの検索機能， リンク機能などを

備えていることです。ほとんどの電子ジャーナ

ル・サービスでは，同一機関が提供する複数の雑

誌タイトルを横断して，著者名や研究テーマのキ

ーワードから必要な論文を検索することができま

す。また，特定の論文中の引用文献リストから，

引用された論文の本文を即座に参照することもで

きます。そのほかにも，冊子体のように保管場所

や製本の必要がなく，そのためのスペースや経費

を節約することができることなど，電子ジャーナ

ルの付随的な特長は少なくありません。

もちろん，電子ジャーナルには長所ばかりでな

く，短所や間題点もあります。たとえば電子ジャ

ーナルの利用は，インターネットに接続したパソ

コンという特殊な設備や機器に依存しており，し

たがってこれらの機器のあるところでしか利用で

きず，冊子体のようにどこにでも持ち連んで気ま

まに利用することはできません。（冒頭に紹介した

Nature記事の筆者は，近い将来，携帯用の電子

ブックで雑誌論文を電車の中でも読めるようにな

るだろうと書いていますが。）

したがって， Natureの記事が予言するように，

電子ジャーナルが冊子体の学術雑誌に取って代わ

るかどうか，またその時期がいつかということは

議論が分かれるところですが，電子ジャーナルの

比重が今後ますます大きくなっていくことはほぼ

確実と思われます。

引用文献の相互リンクシステム

先に紹介したように，電了ジャーナルの大きな

利点の一つとして，引用文献どうしを相互にリン

クすることにより，引用した文献から引用された

文献を即座に参照することが可能となります。多

くの電子ジャーナル提供機関が同ータイトルの雑

誌論文の間だけでなく，同一機関が提供する複数

の雑誌タイトルの間で引用文献の相互リンクを形

成しています。さらに最近では異なる電子ジャ

ーナル提供機関の間でも引用文献の相互リンクを

形成するプロジェクトが開始されています。
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このプロジェクトはCrossRefと呼ばれており，

2000年10月現在，欧米の61の主要な学術出版

社が提供する3,100タイトル以上の電子ジャーナ

ルの間で相互に引用文献のリンクが形成されてい

ます。これによって，たとえばエルゼビア・サイ

エンス社の提供する電子ジャーナルBrain

Researchに掲載された論文がシュプリンガー社

の提供するCelland Tissue Researchの論文

を引用している場合，前者の引用文献リストにつ

いているCrossRefというマークをクリックする

だけで，提供機関の垣根を越えて即座に引用され

た後者の論文にアクセスすることができます。た

だし， リンク先の論文を実際に参照できるかどう

かは，利用者（の属する機関）がリンク先の電子

ジャーナルを利用する資格を取得しているかどう

かに依存しています。

一方，一部の電子ジャーナル提供機関では，

論文間の引用関係を，引用した論文から引用さ

れた論文へ，つまり現在から過去へ遡るだけでな

く，特定の論文が発表された後に，それを引用

した論文を過去から現在に向けて追跡し即座に

参照できるように引用文献の相互リンクシステム

を形成しています。たとえば米国の非営利機関，

High Wire Press社は，学協会などに代わって

200タイトル以上の電子ジャーナルを作成・提供

していますが，これらの電子ジャーナルの間では

（この中には， Journalof Biological Chemistryや

Proceedings of the National Academy of 

Scienceのような著名な雑誌がいくつも含まれてい

ます），ある特定の論文から，その後この論文を引

用した新しい論文を追跡できるようにリンクが形

成されています。（ただし，この引用リンクは現在

のところ， HighWire Press社が提供する複数の

電子ジャーナルの間にだけ形成されているもので，

CrossRefのように多数の出版社の電子ジャーナ

ルを横断しているわけではありません。）

このように論文の引用関係を利用して，ある特

定の論文からそれを引用した新しい論文を検索す

るためのデータベースとしては， Institutefor 

Scientific Information(ISI)社の Science

Citation Index(SCI)がよく知られていますが，

High Wire Press社の電子ジャーナルは，部分的

にはそのような引用索引データベースの機能を代

替してしまう可能性を持っています。このような

電子ジャーナルが拡大していくか，または

CrossRefのようなシステムがHighWire Press 

やSCIと同様の機能を備えるようになれば，研究

者は既存の抄録・索引データベースを介すること

なく、関連主題の論文を探索できるようになるわ

けで、こうなると既存の抄録・索引データベース

の提供機関にとっては大きな脅威となります。

このような動きに対抗して、従来の二次情報サー

ビス機関の方でも、既存の抄録・索引データベース

から各種の電子ジャーナルヘのリンクを形成するこ

とにより、複数の電子ジャーナル。サービスを一元

的に提供する機関として生き残りを図ろうとしてい

ます。このような情報サービス機関は「アグリゲー

タ」とか「ワンストップ・ショッピング・サービス」

と呼ばれており、従来の二次情報サービス機関だけ

でなく、学術雑誌の取次サービス機関や一部の図書

館もこの役割を担うことをめざしています。

電子ジャーナルの保存と遡及アクセス

電子ジャーナルのさまざまな利点にもかかわら

ず，研究者や図書館は，冊子体の購読を完全に中

止してしまうことに不安を感じています。その理

由の一つは，電子化された学術雑誌のバックナン

バー（過去のファイル）が将来にわたっても継続

的に利用できるかどうか，現状では必ずしも保証

されているわけではないからです。

この問題には2つの側面があります。一つは利

用契約上の問題で，特定の電子ジャーナルを一定

期間購読した後に契約を中止した場合，冊子体な

らば購読期間中のバックナンバーが購読者の手元

に残るので必要なときにはいつでも利用できるわ

けですが，電子ジャーナルの場合は，バックファ

イルは出版社のサーバー上に保存されているだけ

で購読者の手元には残らないのがふつうです。そ

こで，購読期間中のバックファイルを継続して利

用できるかどうかが重要な問題になりますが，こ

3
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れまでのところでは，多くの電子ジャーナルが購

読中止と同時に購読期間中のバックファイルにつ

いてもアクセスできなくなるシステムを取っていま

した。「遡及アクセス」と呼ばれるこの問題は， こ

こ数年間にわたって出版者側と利用者側の重要な

関心事となってきましたが，近年では相当数の有

力な電子ジャーナル出版社や提供業者が何らかの

形で「遡及アクセス」を認める方向に向かってい

るようです。また， 「遡及アクセス」を保証する方

法の一つとして，購読期間中のバックファイルを

CD-ROMなどの媒体で利用者に提供するサービ

スも行われています。

この問題のもう一つの側面は，電子ジャーナル

のバックファイルを保存する責任を誰が負うかと

いうことです。これまでの冊子体の場合には，購

読者である図書館や研究者が保存の責任を負って

いました。（多くの図書館が分散して保存の責任を

負うことにより，最終的な散逸の危険が軽減され

たり，図書館間の相互利用が可能になるという利

点もありました。）電子ジャーナルの場合には，と

りあえず提供者である出版社が第一義的な保存の

責任を負うことになります。しかし，電子ジャー

ナルの保存のためには相当の経費がかかります。

個々の出版社が将来にわたっても永続的にバック

ファイルを保存する責任を引き受けるかどうか保

証されているわけではありません。特に商業出版

社の場合には経営の破綻や合併などの事情により

保存の責任を放棄する可能性も否定できません。

この問題を解決する試みの一つとして， 1995

年に米国で設立されたJSTORという非営利機関

が学会等の出版機関に代わって学術雑誌のバック

ナンバーを初号から電子的に保存する計画を進め

ています。バックナンバーの利用が比較的多いと

見込まれる人文社会科学分野を中心として，既に

120タイトル以上の雑誌が電子化され，会員登録

した大学等の機関に対してオンラインで提供され

ています。日本では，慶応大学，東京大学などが

既にこのサービスを利用しています。 (JSTORは

バックナンバーの電子化による学術雑誌の保存を

主目的としているため，最近数年間分については

サービスの対象から除外されています。）

日本における電子ジャーナ）凶）利用状況

日本でも多くの大学図書館がホームページや

OPACから利用できる電子ジャーナル・サービス

へのゲートウェイを提供しています。けれども，

このようにして利用可能となっているのは，多く

の場合，たとえば冊子体の購読価格に電子ジャー

ナルの利用料金が含まれているものなどに限られ

ており，電子ジャーナル独自の利用料金や契約手

続きが必要なものは，会計制度上の制約など様々

な事情から欧米に比べて大幅に導入• 利用が遅れ

ているのが実情です。

最近いくつかの大学でこうした現状を打開す

るための試みが行われています。たとえば東京大

学では， 2000年度から約700タイトルの有料電

子ジャーナルを含めて総計約2,400タイトルを図

書館のホームページから提供しています。

また九小M大学や京都大学では，学内で2部以上

重複購入している学術雑誌で電子ジャーナルの利

用が可能なものについては，原則としてそれぞれ

冊子体l部と電子ジャーナルのみの購入とし，そ

の購入経費は前年度まで冊子体を購入していた部

局間で分担するという計画を実施しており，その

結果，全学で雑誌購入経費を大幅に節約すること

ができたということです。

さらに関東・東京地区の5大学では，アカデミ

ック・プレス社の電子ジャーナル・サービスをで

きるだけ有利な条件で利用するため，共通の契約

条件を取り決めるオープン・コンソーシアムを形

成しました。

国立大学図書館協議会では，電子ジャーナルの

導入をより円滑に進められるような環境を整備す

るため， 2000年の秋に「電子ジャーナル・タス

クフォース」を設置し，エルゼビア・サイエンス

社などの大手学術出版社との間で電子ジャーナル

の価格モデル等に関する協議を進めています。

世界最大の商業学術出版社，エルゼビア•サイ

エンス社は，現在，約1,200タイトルの電子ジャ

ーナルをScienceDirectというデータベースとし
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て提供していますが，日本の購読機関に対しては，

1999年から2001年までの3年間，一定の冊子

体購読金額を維持することを条件として追加料金

なしで提供することになっています。ところが，

多くの大学では雑誌価格の高騰や経費節減の影響

を受けて相当数の冊子体の購読が中止された結果，

購読金額が設定された基準に達せず，電子ジャー

ナルの利用を継続することが困難になっています。

電子ジャーナル・タスクフォースは，日本の大学

では冊子体の重複購入が極端に多く，経費節減の

ためにも重複購入を調整し電子ジャーナルに置き

換えていくことは不可避であることを考慮して，

このような日本の実情に適した電子ジャーナルの

利用条件を出版社側に求めていく方針です。

おわリに

冒頭に紹介したNatureの記事は，電子ジャー

ナルの発達が大学図書館にも深刻な影響を及ぼす

だろうと次のように警告しています。「従来の研究

図書館の役割は全面的に浸食されつつある。出版

社と新たな電子情報サービス機関が，図書館を迂

回して高度な情報製品を直接利用者に届け始めて

いる。図書館は，電子ジャーナルの提供機関と利用

者を仲介する単なる“ブローカー”の役割に甘んじ

ざるを得なくなっている。」「これまでのような研究

図書館の存在そのものが疑間にさらされている。J

確かに，将来大部分の学術雑誌が電子化され

て，出版社やその他の提供機関のサーバーから直

接配信されるようになれば，図書館は固有の蔵書

として学術雑誌を所蔵・提供する主体的なサービ

ス機関ではなくなってしまう可能性も否定できま

せん。大学図書館が将来もなお学術情報流通の重

要な担い手としてその役割を果たしていくために

は，よい意味での“ブローカー”の役割をもっとも

っと積極的に開拓していく必要があるようです。

この点で，近年，欧米の大学図書館が展開して

いる活動には目を見張らせるものがあります。欧

米では，個々の大学図書館が積極的に電子ジャー

ナルを導入するだけでなく，地域，規模もしくは

専門分野が近接する複数の大学図書館が「コンソ

ーシアム」と呼ばれる連合体を形成して，電子ジ

ャーナルの共同契約，共同利用を推進しています。

これらの図書館コンソーシアムでは，共同契約に

よって個々の大学単位で契約するよりも有利な条

件で電子ジャーナルを導入することができるうえ，

コンソーシアム内の特定機関に置かれた共同サー

バーを経由して複数の電子ジャーナル・サービスを

単一の操作方法で利用できるようになっています。

特に英国では， NationalElectronic Site License 

Initiative (電子情報の全国共同利用計画）という

構想の下に，全国の高等教育機関と研究機関が単

ーのコンソーシアムを形成し，複数の電子ジャーナ

ル提供機関と契約して，多数の電子ジャーナルを

一元的に供給するサービスを実施しています。

図書館コンソーシアムによる電子ジャーナルの

共同利用は国際的な動きとなっており， 1997年

には図書館コンソーシアム国際連合 (International

Coalition of Library Consortia: ICOLC)が結成さ

れました。 ICOLCは1998年に「電子的情報の

選択と購入に関する声明」を発表し，電子ジャー

ナルの購入と利用をめぐる現在の問題と将来の望

ましいあり方について利用者（研究者）と図書館

の立場から電子ジャーナル提供機関に対していく

つかの有益な提言を行っています。

さらに，米国では近年，大手商業出版社が発行

する学術雑誌の価格高騰に対抗して，大学図書館

と学協会等の研究者団体が協力して，みずからの

手で新しい電子ジャーナルを発行したり，従来の

学術雑誌に代わるさまざまな情報伝逹システムを

開発する試みが行われています。 Scholarly

Publishing and Academic Resources Coalition 

(SPARC) と呼ばれるこの活動の中心となってい

るのは，ここでもやはり米国研究図書館協会

(Association of Research Libraries)です。

このような欧米の大学図書館，研究図書館の活

動は， IT革命によって引き起こされつつある学術

コミュニケーションの変貌の中で，図書館がこれ

からも重要な役割を果たしていくために進むべき

方向を考える上で，一つの貴重な示唆を与えてい

ると思われます。
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北大に ける電子ジャーナル事情

附属図書館情報管理課雑誌受入掛 片山 俊治

ジャーナルを見ることができないのか」

仕事がら電子ジャーナルに関わっていますと，利用者から「この雑誌は北大で買っているのに，なぜ電子

という問合わせを受けることがあります。 「雑誌を買っているのだか

ら，その電子ジャーナルも利用できて当然Jと思われているのかもしれません。確かにそういう例は多く，

間違いとはいえないのですが，一方において雑誌を買っていても利用できない電子ジャーナルがあるのも事

実です。そのあたりの事情も含め，本学における電子ジャーナルの現状について紹介したいと思います。

1 . どんな電子ジャーナルが使えるのでしょうか

図書館ホームページの電子ジャーナルというページを約1年半ぶりに全面改訂しました。

平成12年12月4日現在 1叙没・イトル [~-知たサ ,D, ーこにてaし,,舌干 J 

桔名111,[き門 r,しff・C a, I」]・：',,.,()•'.>[ (, 8さT'・'窒恐Iy・/T日式吾士む他］［主． l山］

分野別la互完完笠叶令科字三追曰．穴そ斗写t.n,,ロ字午芍j序弔科学三喧す写i磨手字祁歪汎吐F'i":T,f『；；界指宗ね'.、

出版社等［中海沼穴字び叫脳'"ぃr、P 心• ScrnceD"'さでt「Elク,... 砂皿芦芦匡約I丘学令 ,J-STSC,E]

饂配霞が躙

• 商子ジャーナル心＇ージを政訂しました。（干成 12年12月1日）

• ,J-STAGEに新しいタイトルが加ザJました,(平成12年11月29日)-)コうに←印才ウごごrl"・」7fc'J.i::?字令

攣釦謳霞加壼哀・鴫

• -iンターネット上で公閑されている両子ジャ-ナルを利用して雑註森文を見ることがで宮主す。

e 混子ジャーナル以外にも珪註閲係の様々なI吾罪をイし・ターネット上で見ることかできます。

・学内で爾子ジ＇ャーナ JIを利用す吋翌には,j'ラウザソフトで0)プロキジ設定が必要t;'oll;合が克ります，諒定方迫よ2:らをこ覧ください

.'釘女のをぷはPDF形式で提I井芍1ています,PDFIJ)o'示I コおdob畔虹拠.crnbo•—Raodocが必要てす。＝）ご·-カ"".:'i六;cCJ —勺定ます'

• こ和明になりたい苛子ジャーナiiがリスト1ご含まれていない揚含i詑1居同再配和，芸L叫または昂寄リIJ)郡局回菩室へお問い合わせ勺こさふ

• 北海迫六学栴宦図吾館および各部局回菩室lまこのベージに捲哉されている1回々 の電子ジャーナJI/-Jc>アクセスについて保証しません，奉前1て子告なく利用不可能となっている瘍合があ')
ます。

.)豆i請月lc:1澄の祠文をがウンロ→ドすることはほとんど'(J_咄t胴芦に);I)禁じ匁reいます。不西はfll/llに対する急I]銅音匿としT北海違大学全体が堂子ジ'~-ナルぎlj用できはくなる恐れ
か野りますび］で、_;壬惹見9います。

＜ー一 - - ← 

直］戸応,-

< <≪  ≪ 

l''scC:C允牛、完・,,

三ゴ
兄;.,一—亨区L_--&_' 

電子ジャーナルのページ http ://www. lib .hokudai. ac .jp/item/e journal. ht叫I

そこには現在電子ジャーナルが1,850タイトルほど登録されていて，そのうち論文まで読めるものは国内

雑誌で30,外国雑誌で1,700タイトルほどあります。国際的学術雑誌の出版状況を反映してか，大半が外

国雑誌のものとなっています。

そこで便宜的に外国雑誌の電子ジャーナルを販売方法の違いによって4つのパターンに分け，それに関連

づけて本学で使える電子ジャーナルの状況を説明したいと思います。なお，文章中で使っている冊子体とい

う表現は紙に印闊された雑誌のことを指しています。
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パターン1 冊子体価格で販売

パターン2 冊子体価格に上乗せしたセット価格で販売

パターン3 電子ジャーナル価格で販売

パターン4 複数の電子ジャーナルを包括したパッケージ価格で販売

パターン1の電子ジャーナルは言い換えますと「冊子体を買えば利用できる」というものです。現時点で

は本学で使える電子ジャーナルはこのパターンのものがほとんどといってよいので，冒頭での話のように電

子ジャーナルとはそういうものだと思われている利用者は結構多いかもしれません。

パターン2は冊子体と電子ジャーナルをセットにして販売するもので，セット価格は通常冊子体価格に比

疇干割高 (1~3 割程度）となっています。

パターン3は電子ジャーナルとして単体で販売しているものです。価格的には冊子体より低く設定される

傾向にあり，購入コストだけを見れば安く情報を手に入れることが可能です。

パターン4は複数の電子ジャーナルをパッケージとしてまとめて販売しているもので，中にはバラ売りし

ないものがあります。

パターン2~4 の電子ジャーナルを使うためにはコスト面での負担がかかることもあって本学では数が少

なく，ここに該当する電子ジャーナルのほとんどを利用できないのが実状です。冊子体を買っていて利用で

きない電子ジャーナルの多くはこれに当ります。

本学で現在利用している電子ジャーナルのうち半分近くはパターン1のもので，残りの半分を「サイエン

ス・ダイレクト」というサービスで提供する電子ジャーナ）以戸占めています。北大ではこのサービスを 1999

年8月から利用しており，現在のところ2001年12月末まで利用できることが確定しています。本来「サ

イエンス・ダイレクト」は上記のパターンでいうと4に該当する商品ですが，出版社の特別プログラムによ

って期間限定でパターンlに準じた利用が可能となっています。

零"'腔匹¢忘 "''"荻CT

Ch,,ore ,,,. 「home,,.,, f ScぼnceDirect

翼 C 息匿闘I0: 蕊

コ三

D Ill Mし厩 G TR  

Weko~. t>o S, 心i11on;:1,Dlrもd"'-yゥurVVeし，山此Q廷 fo「応た11tific厨 hn・,colロ11d
m冠!i心alr冠 e-c,rd,

疇砂鱗囀疇枷— il> Upd~te: ASi、nl,・,terr,at1c,nsl ,Jourr,cals 011 SciecceDirect. 

蟷 Forup・i:o・date information about ne囲 content,prod,.Kt fea¥Lwes and alerting 
fea!ur琴,c,11 ScienceOirect, Scee c,u,・n恥 'JSO Connect M'Aぶe¥ter

命 N日IV!Verさionこ:.-1c,f the ScienceDirect L'2er Manu,I no•N available. 硲 wella~ 
IJ3er Manuals for both Eil0313 Pr即知・1s1and lr・JSPEC凋onScienceDirect⑳ ic~ 
Reference Gllides 8re al,o叩 ,iii北blefor some of ScienceDirect岡keysecondar,' 
d,atab苓 ecS-Find ,out more. 

サイエンス・ダイレクトのホームページ

http://www.sciencedirect.com/ 
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2. どのようにして電子ジャーナルは使えるようになるのでしょうか

ところで電子ジャーナルは利用する権利を持っていても，実際には利用のための登録手続をしなければ使え

ません。そこで，その手続についても少しお話しします。

電子ジャーナルは登録の際に利用範囲を制限されるのが普通です。インターネットを通じてどこからでも利

用されてしまうと出版社は期待した利益を回収できなくなるからです。出版社が認めている利用範囲には大学

あるいはキャンパスといった広い範囲にわたるものから，特定端末だけといった非常に限定されたものまであ

ります。またカバーする範囲に応じて料金が段階的に設定されていることもあります。利用範囲を制限する方

法として最も一般的なのはネットワーク管理上設定されているIPアドレスを利用するもので，他にもIDとパ

スワードの入力によって制限するものなどがあります。

図書館で登録をする場合，特別な理由がない限り，できるだけ多くの利用者が使えるようにすることを心が

けています。ただ先ほど触れたように出版社の条件によっては一部しか利用できないケースもありますので，

その点はこ理解とこ協力をいただきたいと思います。登録後出版社が認証すれば電子ジャーナルを使えるよう

になります。こうした手続を経て図書館の電子ジャーナルというページにタイト）は）咄並ぶことになるわけです。

3. せっかくですから電子ジャーナルを使ってみませんか

何かの研究をしたりレポートを作成する際に必要な情報を雑誌から手に入れる場合，次のような行動をと

ることがあります。

① 対象となるテーマに関係しそうな雑誌論文を探す。

② その論文を掲載している雑誌を確認する。

③ その雑誌が手元にない時は所蔵先を調べる。

④ 所蔵している場所へ行って論文を読んだりコピーを取ったりする。

もし電子ジャーナルをうまく利用することができれば時間や場所をあまり気にすることなく，上記一連

の作業をデスクトップで行うことが可能になります。もちろん，電子ジャーナルで必要な情報すべてを手に

入れることは不可能ですが，情報収集のための選択肢のひとつとして利用してみてはいかがでしょうか。

匈"'●nほg埠
h⑳ 1he Ar<hト,.
j""'"",0-0.-,, 北"1000

S閥 rch加 J"こ

"""'"'"兄一〇'"'""'""°"

I ::i:;"I錢
I 
，田止屯'~·生五

I崖I ・辛会こ――
仕柑'''"""""'"'' 戸""'"'バrtrtirn~可.,,.. 
"叩い

r:,rn-''"''ぢ、""
叫

,,'R'.... , → ""'  
ャ”ヤn

, "''''"" 一勺<F•,•,'

''"'"'""'""''"'''''" P•.c,•S,• ↑ .,  

S••rch H屈w,.Jos. 訂"'" c,orent estほ：15 Dec細 her2000 

電子ジャーナルJBConline (Journal of Biological Chemistry)のホームページ

http://www.jbc.org/ 
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4. とのくらい電子ジャーナルは使われているのでしょうか

本学でどれだけ電子ジャーナ）以戸利用されているのか，正直なところ， まだ実態がよくつかめていません。

ただ「サイエンス・ダイレクト」という電子ジャーナ）□ナービスの利用状況については出版社からデータを

入手できましたので一部紹介します。

次のグラフは本学における 2000 年4 月 ~9 月までの「サイエンス・ダイレクト」の利用状況です。縦軸

が論文（フルテキスト）のダウンロード件数で，横軸が月を表しています。少なくとも「サイエンス・ダイ

レクト」を利用して北大全体で毎月一万件近い論文がダウンロードされていることがわかります。

12,000 

10,000 
') (,~J 

10.560 

― 
8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

A゚pr !¥fay Jun Jul Aug Sep 

サイエンス・ダイレクト利用状況 (2000 年4 月 ~9 月分）

5. なぜ電子ジャーナルは時々使えなくなるのでしょうか

電子ジャーナルを利用していると，今まで何ともなかったのに急に使えなくなったということが時々起こ

ります。いくつかの事例について一部恥を忍んで紹介します。

1) ネットワーク障害が発生した

電子ジャーナルはインターネットで配信されているため，当然ネットワークに障害が発生すると使えな

くなります。回復を待つしかありませんが， こういった点に不安を持たれる方は多いかもしれません。障

害とはいえないのですが，ネットワークが混雑していて電子ジャーナルを提供しているサイトヘなかなか

繋がらないという場合もあります。

2)利用条件の範囲を超えた

同時アクセス数という条件があります。同一利用範囲内で特定の電子ジャーナルに対し同時にアクセ

スできる数の制限を設けたものです。特に制限がないものから同時に一人しか利用できないというものま

であります。同時アクセス数が1の場合，誰か力叶吏っていると，その人の利用が終わるまで他の人は待た

なければなりません。

3) 出版社の方針が変わった

電子ジャーナルは商品としてまだ十分に成熟していないせいか，出版社によっては突然販売方法を変

更する場合があります。そのため昨年は冊子体を買えば電子ジャーナ）以戸利用できたのに，今年からは別

に料金を支払わなければ使えなくなったということがあります。

4)購入業者を変更した

本学では電子ジャーナルの利用は冊子体の購入と直接関係することが多いため，事情があって購入業

，
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者を変更した時に出版社の電子ジャーナル登録データの切替がうまくいかず使えなくなってしまうことが

あります。

5)登録をしていなかった

登録しなければ電子ジャーナルは利用できないと説明しましたが，原則的には契約上毎年登録作業を

行う必要があります。また契約途中で新たに電子ジャーナルを提供し始めた雑誌の場合は，その時点で

登録しておく必要があります。この作業を忘れると期限切れで利用できなくなったり，いつまでたっても

利用できないことになります。

担当者としては，上記4)や5) の理由によって使えなくなることがないよう心がけていますが，電子ジ

ャーナルを利用していて「何か変だぞ」と思われましたら遠慮なく連絡してください。（連絡先：雑誌受入掛

email: gj@lib.hokudai.ac.jp) 

6. これから電子ジャーナルはどうなっていくのでしょうか

電子ジャーナルはコンピュータ技術の発展に伴って生まれ，インターネットの普及によって成長を遂げ

てきました。冊子体と比べた場合，電子ジャーナルが持つ一番大きなメリットはインターネットやデジタル

情報の特性を活かした利用方法を創意工夫できることです。この動きは学術雑誌の世界において特に顕著で，

電子ジャーナル化が学術情報流通のスピードアップとコストダウンという間題への解決手段と目されている

せいか，もはやこの流れに逆らえないというのが一般的な見方ですし，担当者としての実感でもあります。

好むと好まざるとに関わらず，電子ジャーナルや電子出版といった学術情報電子化の流れは，図書館はもち

ろんのこと，大学の学術情報流通のあり方を大きく変えるパワーを持ちはじめたという風にも感じます。た

だ，この流れに一方的に巻き込まれるのではなく，教育や研究に必要な学術情報へのアクセスを将来にわた

っていかに確保していくかという課題にしっかりと取り組んでいく必要があると考えています。

10 



No.108 (2000.12) 

］お知らせ I

学生用図書の整備

今年度新たに全学のこ理解により、附属図書館に学生用図書費が配当され、シラバス掲載参考書等の学生

用図書資料の整備がはかられることになりました。

まず、各学部で作成しているシラバス（全学教育科目。専門教育科目）に掲載されている参考書の全てを

本館及び北分館に揃え、学生が自学自習出来る環境を整えました。また来年度からは、シラバス情報のデー

タベース化に伴いシラバス掲載の参考書の書名をクリックすると学内の所在情報が表示されることとなるよ

う計画しております。

このほか、基本的な叢書・講座・シリーズ類の充実、利用頻度の多い図書の複本の整備、破損資料の整

備、及び全人教育に資する文庫• 新書• 選書類の整備が進められております。なお、本館、北分館で新規に

購入した文庫• 新書• 選曹類は次の通りです。

「本館」

【文庫］岩波現代文庫

講談社学術文庫

小学館ライブラリー

日経文庫

平凡社ライブラリー

「北分館」

［文庫】ちくま学芸文庫

ちくま文庫

白水Uブックス

文庫クセジュ

文春文庫

【新書】講談社現代新書

集英社新書

ちくま新書

PHP新書

文春新書

平凡社新書

丸善ライブラリー

【新書］集英社新書

ちくま新書

ブルーバックス

文春新書

平凡社新書

丸善ライブラリー

Bilingual books 

11 

［選書】朝日選書

NHKブックス

講談社選書メチエ

新潮選書

道新選書

ポピュラーサイエンス

丸善ブックス

UP選書

【選書】朝日選書

NHKブックス

講談社選書メチエ

新潮選書

ポピュラーサイエンス

UP選書

歴史文化ライブラリー
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i 北大創基125周年記念事業

札幌農学校関連資料のデータベース化順調に進む

先に楡蔭No.105 (1999. 12)でお知らせしましたように，附属図書館では北海道大学創基125周年

記念事業「学内の歴史的資料の整備」の一環として，札幌農学校文庫，内村鑑三。新渡戸稲造等個人文庫

の目録のデータベース化に取り組んできました。

平成11年10月から， 4名の入力班により開始されたデータベース化作業は順調に進んでおり，現在，大

部を擁する札幌農学校文庫の追い込みに入っています。この事業により，既に内村，新渡戸，南，高岡，逢

坂知里の各文庫は全国総合目録データベース，北大蔵書データベースに入力済みとなり，全国，全学に向

けて公開，利用に供されています。

さすがに出版年の古い貴重な図書で構成されている文庫だけに，新刊図書を整理する場合と異なって，全

国総合目録データベースに未だデータが無く，新規に書誌データを作成するケースが続きました。その割合

は，和書で39%,洋書では59%という高い率を示し，全国総合データベースのデータ構築に貢献したこと

になります。

図書館では同じくこの事業による貴重図書室の整備計画が進められており，近々，現在の3階から貴重図

書に相応しい環境設備の整った4階へ移動できる予定です。

なお，附属図書館ホームページの［コレクション紹介」→ 「個人文庫」一覧リストから文庫を選んで表示

させると，既に整理済みであった文庫も含めて，各文庫の紹介，旧所蔵者の顔写真，資料一覧リスト等をこ

覧になることができますので，こ案内いたします。

Personal Collections 

宮部全吾交慮
1,:; 醒 ［バ加沿C,cc,ii心応'「[

co!, を,c;/o戸

新渡戸稲造交庫
Inふこo対'"'ぶ1じくがecc,on

しンセン文庫
.'..cnscncぐ/.'sec.心n

11/l・vw-aa,n.in@lfh.hokudaiec如

個人文庫

本学の前身てある札幌農字校卒業生をはじめとする涸人交庫を所蔵しています。
利用は館内閲覧（禁帯出）を原則とい複写利用も可能てす。たたし、資料の保存上、一部複写を認め
ないものがありますC

W1•1'W7ldm加@fibぷokudafoc犯
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第32回国連寄託図書館会議 (IO月26,..___,27日，西南学院大学）報告

この会議は国連寄託図書館の意見交換の場として毎年開催されているもので，今年は14機関20名（北

大からは参考調査掛• 小林）が出席しました。

会議では， 9月に国連広報センター所長に就任された高島肇久氏の「21世紀の国連」と題する講演をは

じめとして，各館の活動報告，事例研究報告のほか，特に近年増えつつあるインターネット ・CD-ROM等

電子媒体での国連資料の提供について，各館の実情を踏まえながら活発な議論が交されました。

（附属図書館情報サービス課参考調査掛・小林真木子）

国連資料は附属図書館国際資料室で利用できます

国連寄託図書館は，国連の活動を広く周知させるために設置された図書館です。

北大附属図書館は1962年にその指定を受け，道内唯一の国連寄託図書館として学内はもとより広く学外の

利用者にも各種の国連資料を提供しています。

所蔵資料は国連で出版する各主題別の刊行物のほか，国連総会やその他主要機関等の公式文書，広報用

資料等を中心とし，北大で所蔵していない資料については寄託図書館間の相互協力により所蔵調査が可能で

す。

また，最近では紙媒体の資料だけでなく，インターネット上の国連関連サイトで公開される情報を検索す

ることもできます。

国連資料は附属図書館2階参考閲覧室内の国際資料室にあり，参考調査掛が国連資料収集のお手伝いを

していますので，国連に関する資料をお探しの際はどうぞこ‘相談ください。

国際資料室（国連のほか， Eじ ・OECDに関する資料も所蔵しています）

開室時間 月～金 9: 00-17 : 00 

お問合せ先 附属図書館参考調査掛

(tel: 011-706-2973 fax: 011-7 46-4595 e-mail: ref@lib.hokudai.ac.jp) 
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楡 蔭（北大図書館報）

国立大学図書館共通閲覧証の廃止について

これまで教職員や院生のみなさんが他の国立大学図書館を利用する場合には，所属する図書館（室）で国

立大学図書館共通閲覧証を発行してもらい，訪問先の図書館に提示していましたが，本年6月開催の国立大

学図書館協議会第47回総会で共通閲覧証の廃止が承認されました。

今後は学生証。身分証町書の提示のみで利用できるようになりました。ただし，この取り扱いはあくまでも

国立大学間の取り決めであり，公私立大学など他の機関を利用する場合は，今までどおり紹介状が必要です。

また，学部学生のみなさんは，従来どおり国立大学であっても所属の図書館（室）で紹介状を発行しても

らう必要があります。

工学研究科•工学部図書室の夜間開館（試行）について

平成12年10月2日から平成13年2月21日まで（土曜日，日曜日，祝祭日，年末年始を除く），試行

期間として夜間開館を行なっていますのでどうぞこ利用ください。

時 間：午後5時から午後8時まで

範 囲：閲覧室（参考図書），開架，書庫

サービス：貸出，返却， OPAC,CD-ROM検索校費コピー機の使用

14 
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教官著作寄贈図書

2000. 7. 1-2000. 11. 30 

［本館］

（文学部）

土屋博ほか訳 牧会書簡の神学 新教出版社 2000 

（法学部）

山口二郎編 自治と政策 北大図書刊行会 2000 

鈴木賢ほか著 現代中国法入門 有斐閣 2000 

（理学部）

馬渡峻輔ほか編著 21世紀新しい「いのち」像 北大図書刊行会 2000 

（医学部）

寺沢浩一 日常生活の法医学 岩波書店 2000 

（農学部）

島崎敬一 Lactoferrin: structure, function and applications 

Elsevier 2000 

［分館］

（医学部）

寺沢浩一 日常生活の法医学 岩波書店 2000 

こ恵贈誠にありがとうこざいました。今後とも図書館資料充実のため，皆様のこ協力をお願い

いたします。
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楡 蔭（北大固書館幸艮）

オンラインCD-ROMデータベース（平成11年度実績）

MED= MEDLINE, BA= BAonCD, CC= Current Contents, CA= CAonCD, PSY = PsycLIT 

医中誌＝医学中央雑誌， MLA= MLA International Bibliography, BRD = Book Review Digest 

利用者部局
MED BA cc CA PSYC 医中誌 MLA BRD 

計(1991) (1992) 11993) (1996) 11997) 11997) (1998) (1998) 

附属図書館 3 3 3 3 3 3 2 2 22 

文学部 3 4 6 2 17 1 7 ， 49 
教育学部 6 1 4 5 2 18 

理学部 19 8 26 11 1 1 1 67 

医学部 49 6 27 3 25 110 

医学部附属病院 ， 1 2 7 19 

歯学部 19 4 ， 1 11 44 

歯学部附属病院 1 1 2 4 

薬学部 11 1 11 4 1 28 

工学部 6 5 21 13 1 1 1 48 

農学部 13 19 22 5 1 60 

農学部附属牧場 1 1 1 3 

農学部附属農場 1 1 

農学部附属演習林 1 1 

獣医学部 17 5 17 1 2 42 

水産学部 8 17 15 5 45 

百語文化部 1 1 2 

地球環境科学研究科 7 13 11 6 37 

低温科学研究所 2 5 6 4 17 

電子科学研究所 7 2 6 4 1 2 22 

免疫科学研究所 7 1 5 2 15 

触媒化学研究センター 7 8 15 

スラブ研究センター I 1 

実験生物センター 1 1 1 1 4 

エネルギー先端工学研究センター 1 1 2 

先端科学技術共同研究センター 1 1 2 

保健管理センター 2 2 4 

医療技術短期大学部 15 1 4 2 3 17 42 

計 207 100 206 74 33 79 11 14 724 

カッコ内は導入年。

年 月 MED BA cc CA PSY 医中誌 MLA BRD L'> 
計ロ

1999 4 4,800 2,282 5,772 1,946 203 3,341 18 15 18,377 

1999 5 4,843 524 6,574 480 101 4,20 16 5 12,963 

1999 6 4,586 1,912 6,651 2,672 255 3,001 31 13 19,121 

1999 7 3,726 961 5,350 2,419 150 2,872 63 23 15,564 

1999 8 2,792 938 4,704 1,023 130 1,821 46 12 11,466 

1999 ， 3,552 1,099 3,234 2,205 139 2,197 19 7 12,452 

1999 10 3,578 1,337 3,221 1,073 208 1,255 26 14 10,712 

1999 11 3,845 1,320 3,342 3,235 196 2,862 16 24 14,840 

1999 12 2,562 971 2,001 2,584 176 3,184 7 10 11,495 

2000 I 2,920 1,189 2,413 1,177 176 1,515 35 21 9,446 

2000 2 2,769 1,011 2,104 2,792 190 2,902 19 8 11,795 

2000 3 2,352 805 1,645 1,630 232 1,146 13 19 78,42 

合 計 42,325 14,349 47,011 23,236 2,156 26,516 309 171 156,073 
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〔［会議(12.7. 1 -12. 11. 30)〕
［学内】

◎図書館委員会

O第181回〈10月12日（木）〉

議題

l 外国雑誌間題検討小委員会の設贋について

2 嶺面大学校図書館との相互協力に関する協定について

3 その他

No.108 (2000.12) 

平成13年度学内共同利用逐次刊行物叢書類BiologicalAbstracts (冊子）の購入巾止について

報告事項

1 第6回「図書館資料の特別展示公開」検討小委員会について (10月4日開催）

2 資料整備に関する懇話会理系部会・ 医系部会合同会議について (8月10日開催）

3 電子ジャナルワーキンググループ報告書について

4 国立大学図書館協議会「電子ジャーナル・タスクフォース」の設置について

5 貴重書庫等の改修工事について

6 オープンユニバーシティの実施結果について

7 新常設展示について

8 シラバスデータベースの整備について

9 学位論文データベースの整備について

◎北分館委員会

0第131回〈7月24日（月）〉

議題

l 平成12年度北分館図書費予算について

0第132回〈11月28日（火）〉

議題

l 北分館委員会委員の選出について

報告事項

l レーン文庫コーナーの設置

2 グループ学習室の追加

3 マルチメディア公開利用室の機器整備について

4 来年度から実施を検討している情報リテラシー教育への図書館としての支援について

17 



楡 蔭（北大図書館報）

◎資料整備に関する懇話会「理系部会・医系部会合同会議」

0第1回〈8月10日（木）〉

◎図書館資料の特別展示公開検討小委員会

0第6回〈10月4日（水）〉

【学外】

◎国立大学図書館協議会

O常務理事会〈11月28日（火）〉（京都大学）

O理事会〈11月29日（水）〉（京都大学）

◎第33回国立七大学附属図書館部課長会議〈10月19日（木）〉（九州大学）

◎第74回国立七大学附属図書館協議会〈10月20日（金）〉（九州大学）

◎北海道地区大学図書館協議会

O第2回幹事館会議〈7月14日（金）〉（北海道大学）

O第3回幹事館会議〈8月23日（水）〉（北海道大学）

O総会〈8月28日（月）〉（北海道大学）

O第43回図書館職員研究集会企画委員会（北海道大学）

〈7月12日（水）， 10月11日（水）〉

18 
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「平成12年度大学図書館職員長期研修」に参加して

情報システム課目録情報掛 告rrr 忍、

文部省及び図書館情報大学主催の標記研修が，さる平成12年7月10日から7月28日までの3週間にわ

たり実施されました。

研修期間の3週間のうち，最初の1週間は筑波地区（図書館情報大学，筑波大学）で，残りの2週間は東

京地区（主に国立オリンピック記念青少年総合センター）で開催され，講義，演習，見学，共同研究討議等

多彩なプログラムで実施されました。

本研修の目的は，「大学における教育・研究活動の急速な進展に伴い，学術情報の迅速かつ的確な提供が

重要となっており，大学の中核的な情報資料センターとしての大学図書館が果たす役割はますます増大して

いる。」という背景をもとに「中堅職員に対し学術情報に関する最新の知識を教授し，職員の資質と能力の

向上を図ることにより，大学図書館の情報提供サービス体制を充実する。」ことにあります。

参加者は全国各地から国立32名，公立1名，私立3名の計38名（男性20名，女性18名）でした。

講義内容は， 1)総論， 2)電子的図書館機能の整備とその推進， 3) 資料の整備と相互協力， 4) 国立情

報学研究所の活動， 5)情報サービスとその支援， 6) 関連講義等， 7) その他（関連講義，共同研究討議，

研修・見学）であり，これまでの知識や経験を再認識，再確認させられる講義や新しい情報を享受すること

ができる講義で，いずれも図書館職員として今後の業務の遂行に大いに役立つものでした。

講義の中で私が特に興味深かったのは電子図書館，電子ジャーナルそして大学図書館と情報処理センター

の連携についての講義でした。

これらの講義の中では，電子図書館システムを構築することや電子化された情報をサービスするためには，

現在の大学図書館の組織・機構では，対応がむずかしくなりつつあるという話が特に印象に残りました。

偶然にもグループ討議での議題が「電子図書館時代の図書館の組織・ 機構の在り方」ということでしたの

で，講義の内容を参考に討議をすることができました。また，グループ参加者がそれぞれ所属する大学の現

状を話し合い，電子図書館システムが既に構築されている機関の事例等と比較・検討することで，間題点や

課題を多少なりにも浮き彫りにすることができたものと思われます。討議の中では，そうした状況を打破す

るために，図書館が他の組織・機関と連携することもその一つの方策であるということが多くの意見として

あがりました。

施設の見学は，筑波大学附属図書館，東京大学附属図書館，凸版印剛，国立情報学研究所，国立国会図

書館，国文学研究資料館，東京工業大学附属図書館の各施設で研修と見学を行いました。筑波大学，東京

工業大学の電子図書館システムは，詳細な説明を受け印象に残りました。また，国立情報学研究所で見せて

いただいたNACSIS-ILLのWeb上での自学自習システムは，今後の目録講習会等の在り方を変えるものの

ように感じました。凸版印刷で見せていただいた「トッパンバーチャルリアリティ」は， 3次元グラフィッ

クスを駆使しあたかもその場にいるような疑似体験が得られるシステムで，今後の電子出版の可能性が拡が

る印象を受けました。

この研修に参加して，全国各地から集まった研修生のみなさんと親陸を深め，情報交換できたことは，か

けがえのない貴重な体験であり，また，大きな収穫でもありました。

最後になりましたが，このような有意義な研修の機会を与えていただいた職場の上司，同僚の方々， また，

文部省をはじめ研修中大変お世話なった図書館情報大学のみなさま，各施設並びに各講師の皆様方に，この

紙面をお借りしてお礼を申し上げます。ありがとうこざいました。
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